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研究成果の概要（和文）：河川（仙台市広瀬川）と都市の共存のあり方の設計と、それらの

実現性を裏付ける魚類の基礎研究との往還に基づいて、大学（大学生）がデザインから実

践に至る過程に関与する、都市河川の持続的活用のための ESD を案出した。研究ではまず、

広瀬川流域の学校、児童館、温泉旅館等との連携のもとサケ類の孵化放流を行うとともに、

シンポジウムやワークショップを通じてサケ類放流を軸とした街作りの議論を行った。ま

たサケ類保全の理論的裏付けのための基礎研究を行い公表した。これらを推進することに

より、教育機関を核とした、河川を軸とした持続可能な街作りが可能になることが期待さ

れた。 

 
研究成果の概要（英文）：Based on the designing of ESD that promote coexistence of river 

ecosystems and urban functions, and the basic research for freshwater fish, we proposed an 

ESD program which is carried out by university and university students.  In the study, we 

practiced artificial salmon hatching and release programs under the cooperation with 

elementally school, children’s house, and spring inn, and then sponsored symposiums and 

workshops to discuss the planning for urban development based on artificial salmon 

hatching program and conservation of river ecosystems.  On the other hand, we practiced 

basic research for freshwater fish mainly the salmonids and publish these data.  It is 

suggested that we can provide sustainable urban development program with river 

ecosystems, based on the education institution such as university. 
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１．研究開始当初の背景 

 仙台を始めとする幾つかの地方都市は、市
街地に多くの自然を保有しながら、市民の暮
らしや観光、経済にこれらを取り入れていな
い場合が多く、またこれを推進する機関も多
くは存在しなかった。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、河川（仙台市広瀬川）と都
市の共存のあり方の設計と、それらの実現
性を裏付ける魚類の基礎研究との往還に基
づいて、大学（大学生）がデザインから実
践に至る過程に関与する、都市河川の持続
的活用のための ESD を提言した。 
 

３．研究の方法 

研究では、広瀬川流域の学校、児童館、
温泉旅館等との連携のもと、サケ類の孵化
放流を行った。またシンポジウムやワーク
ショップを通じてサケ類の保全を軸とした
街作りの議論を行った。またサケ類保全の
理論的裏付けのための基礎研究を行い、公
表した。 
 
４．研究成果 
 上記の活動、研究を推進することにより、 
サケ類の放流等を通じて生徒・市民による
川の利活用方法が明らかとなり、河川を活
用した街作りが推進可能なことが示された。
また基礎研究を通じて、上記の議論の実現
性が裏付けられるなど、教育機関を核とす
る、河川を軸とした持続可能な街作りの有
効性が示された。 
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